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　2012年のアジア、世界は激動の年であ りました。米国ではオバマ大統領の再
選、ロシアではプーチ ン大統領の再登板、アジアの中では、隣国の中国で習国
家主席、韓 国では朴大統領が選出 され ました。そ して我が国においては、安倍
首相 の再登板 とい うことで、2013年はアジア、世界 の状況が変 わ り、誰 しもが
予想 しがたい年になって くると思います。我が国では、政権交代 により、行 き
過 ぎた円高に歯止めがかか り、株高の動 きも起 こ り、良い兆 しが見えつつあ り
ますが、一方で、海外か らの輸入 に頼 る石油 ・天然 ガスな どの高騰によ り、厳
しさが増 しているのも事実であ ります。
　 ビジネス レベルに目を向ければ、 日本企業 は、閉塞感漂 う国内市場の状況 を
打破すべ く、元気 なア ジア市場の取 り込みに必死 になって取 り組 んでお りま
す。 とりわけ、巨大市場である中国での事業展 開の成否が、企業の発展 に大 き
な影響 を与えています。その中で、尖閣問題を契機 に、 日中関係が冷ややかに
なって きた ことは個別の企業にとって憂 えるこ とであ ります。中国側 にとって
も、 日系企業での雇用面への悪影響、 さらには、 日本側の巧みな技術がない と
付加価値の高い商品が作れ ないことも事実です。双方の戦略的な互恵関係 の再
構築 が叫 ばれるところであ りますが、解決 までに時間がかか ると思います。 こ
の問題 には、 日中間を超 えて、他のアジア諸国 との関係、 さらには米国も巻 き
込んだ行動 を起 こす必要があるか もしれ ません。
　 この ように予断を許 さない、 しか も不透明感が増す国際状況の中で、現 実の
企業は 自ら動 きを取 らねばな りませ ん。評論家的発想では物事が進みません。
中国を含めて、アジア全体 について、国際的な視点か らビジネスを戦略的に推
進 してい く必要があるで しょう。企業が現実的に対応で きるか否かは、企業 を
動かす人材の良 し悪 しで決 まって まい ります。この人材の要件を一言でいえば"思慮深い行動力"で あ ると思い ます
。 この内容 は、第1に 、「価値創造 のス
トーリー創 りと実行」であ ります。アジアの諸地域の生活者 を豊 かにす るとい
う視点で、冷静 に競合企業 を分析 しなが ら、価値創 出の事業構想 を練 り上げ、
速やか に実行す ることです。第2に 、「信頼 おけるパー トナー を創 れること」
であ ります。現実に海外 でビジネスを効果的に推進 してい くには、現地のニー
ズ、商習慣 な どを熟 知 した信頼 のおけるパー トナーが必要 になってまい りま
す。相手 の立場 に立 ってお互 いに理解 しあえる ことです。第3に 、「強 い思
い」であ ります。何が何 でも事業 を成功 させ るとい う強い信念です。その背景
には、 自らの事業 を通 じて、アジア諸地域が繁栄 し、アジアの一員である日本
の発展 に も繋が るという共生意識があ ります。
　 アジア ビジネスの研究を超 えて、現実の激動するアジアで活躍 で きる人材 の
育成 に取 り組 むAIBS学会 の役割 は年 々大 きくなって きてお ります。既 に上
海、 ソウルに支部 を置 き活動 してお りますが、今後の発展が期待 され るベ トナ
ムで も定期的にエ グゼ クティブセ ミナーを開催 してお ります。2月 の恒例の ソ
ウルセ ミナーでは、世界で圧倒 的な優位 を保つ サムス ンを訪問 し、 そ こでグ
ローバル人材の育成について論議 をしてまい ります。今後、支部の活動 を充実
させ、 さらに、支部の問で もネッ トワークをはった 「アジアビジネスの教育 ・
研 究のプ ラッ トフォーム」の下に、ア ジアで活躍で きる人材 の育成に力を入れ
てい きたい と思います。 どうぞ よろしくお願い 申し上げます。
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Al8蓮欝ジアエガゼクティブセミナー(韓 国 ・`」ウル)特 別企画
≡ 韓国第14代大統領金泳三氏 私邸訪問
　2013年2月26日(幻、韓国 ・ソウルで行 われ たAIBS学会 アジアエグゼクティブセ ミ
ナーの特別企画として、金泳三元大統領の私邸訪問力撰 羅。亜細亜大学池島学長 をは じ
めとするAIBS学会員20名の訪問団が元犬統領 との親謹を深めた。
　終始和やかな雰囲気の中、元大統領は学会員か らの質問に対 し流暢な 日本語で訪問前
日に就任 した朴模恵新大統領や今後の 日韓 関係についてなど意見 を述べ られた。
　元大統 領 との貴重な時間を過 ごす ことがで きた訪 間団には、大変実 りの多い企画 と
なった。
箋 翻 罐難
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訪問団全員を握手で迎える金泳三元大統領 金泳三元大統領(左)と 池島学長(右)
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